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看�師・助�師

アドバンス助�師

しぶや助�� ��助�師

⼀��団�� ⽇�助��� 代�理事

��⼤����付属看�助���助��科�業

�、�業�科⼤���（���・NICU）に16年
間���2003年12⽉ ����賀郡���に、
しぶや助��を開�。⾃���・���児�援・

��ケアを⾏い、地域の��保�向上に尽⼒中。

�科�師・���⼠

⼀��団�� ⽇�助���嘱��師

2001年 北�州�でなかむら����
開�。�療⾏為を可�な�り�え、⾃

�なお�と��の�を�める事を⽬指

した。2018年 閉�。
現在沖��共同����。���とし

て働き、若⼿�師の�成に�り�んで

いる。

少⼦化⽇本の未来を考えるシンポジウム2023少⼦化⽇本の未来を考えるシンポジウム2023
186 ⽇(⽇)⽉ 13 : 0 0∼16 : 0 0

 若者代表

 ⽗親代表

 若者代表

 作業療�⼠の夫と1歳9ヶ⽉の男の�の3��
�。2019年にしぶや助��で��。陣�から
4⽇かかりでの��を��。お�を乗り�えら
れたのがとても⾃�になり、夫と⼀�に�⽇

�しく�児をしている。

��⼤����療技����。精�科��、

�別��⽼�ホーム、�知�専⾨��などを

��の�、株式��LAPREにて��。「�知
�で苦しむ�を0にする」の��のミッション
に則り尽⼒中。

作業療�⼠

��林�郎 

�⻄卓郎 

テーマ

少子化日本の現状と課題〜国会の現場から〜
おがた りんたろう

さかにし たくろう

�々⽊えみ ささき えみ

お問�せ

∼親になる喜びを広げよう∼∼親になる喜びを広げよう∼

����員(��属)
北�州��幡⻄���⽣まれ。

東�⼤����在�中に�����に��し、1994年��省�省。フランス、セネガルでの������あり。
2005年��し、政�の�へ。2009年����員に�当�。現在３期⽬。中�１年女児の�。

テーマ

末�佳都 すえひろ けいと

⼤�在�中にスノーボードブランド「edge」
を�業。⼤��業�は、����⼤�⼤��

に��し����について研�。⼤��在�

中に、⾃�体���を主とした��団体

「1POME」を立ち上げ現在活動中。

��� まつもと とおる

若者が望むこれからの日本
テーマテーマ

みんなで迎え入れた命
～人の温もり、繋がりを感じたお産～

 ⼩5・⼩2・年�・2�・6ヶ⽉の5児の�として、�児⼤
�闘中。上の�ども�が『�ちゃんってどうやって⽣

まれてくるの�』と�味を持ちだしていた。その�、

待�の5児の��を�に「�しい�を��みんなで�え�れたい」「体
�することが、⼀�の�の授業だ�」と思った。�み場�の�択がで

きることを�めて知り、在宅��を決�。作業療�⼠、�休中。

テーマ

中�薫
なかむら かおる

医師

澁�貴� 
しぶや たかこ

助産師

岩�彩奈 
いわもと あやな

シンポジウム実行委員長

�と�が�しい�で暮らす��2年⽣。
���立東筑�等��在籍中。バトミントン�。

�来の�は助�師。

テーマ

NPO��に��し、�年⾃�の�を中�に�ども
たちの指�に�わる。

JICA⻘年��協⼒�としてペルーで2年間���
�を⾏う。

コンビニ�のオーナーを�める。�が在宅��、

4児の�。

テーマ

在宅出産と子どもを育てる喜びについて

⽥中�� たなか しょうこ

PHD協�は、1962年からネパールを中�に�療活動に従事した岩�昇�師が⾃らの��と�省をふまえ、
「物」「金」中�の⼀時的援助を超えた草の�レベルの�材�流・�成を提唱し、1981年に�立。アジア・南
�平�の�の⻘年を研�⽣として⽇�に招き、�業、保��⽣、地域���などの研�を⾏い、�国�もフォ

ローアップを⾏うことを�じて、草の�の�々による�づくりと⽣活向上に協⼒する。⽇�の�々も�流を�

して�び、共に⽣きる��の�現をめざす。

アギ― 世界の現状（乳幼児死亡率とSDG  ）
～インドネシア助産師アギ―さんとの対話を通じて～助�師（インドネシア）

ＰＨＤ協� 事�局� S

これから　　　　  ⁉　　　　　 日本のお産どうなる どうする

ＰＨＤ協� ��研�⽣

生きる力！夢の実現へ向けて


